
⾮イオン性ヨード造影剤(オムニパーク®注など)の適応外使⽤に関わるオプトアウト 

実施内容 注射⽤の⾮イオン性ヨード造影剤（オムニパーク®注など）の経⼝または注腸投与 
※基本的にオムニパーク®注を使⽤しますが、流通状況によっては使⽤可能な他の⾮
イオン性ヨード造影剤を選択することがあります 

院内承認⽇ 2026/08/07 
対象期間 ガストロガストログラフイン®経⼝・注腸⽤の院内在庫消尽期間 
対象者 当院で消化管造影検査を受ける患者さん 

※検査を⾏う際に、院内にガストロガストログラフイン®経⼝・注腸⽤がない場合の
み対象となります 

⽬的・概要 ガストログラフイン®経⼝・注腸⽤が⼿に⼊るまで待つことができない状態の患者さ
んに必要な検査や処置を滞りなく⾏うために、本来は「⾎管に注射して使う（注射
⽤）」として国から認められている「⾮イオン性ヨード造影剤」を、代わりに「お⼝
から飲む」または「お尻から注⼊する」⽅法で使⽤（適応外使⽤）します。 
この使⽤⽅法は⽇本ではまだ正式な承認がありませんが、海外ではすでに認められ
て使⽤されている⽅法です。海外で承認された使⽤⽅法に準じて使⽤します。 

予想される 
不利益と対策 

このお薬をガストログラフイン®経⼝・注腸⽤の代わりに使⽤することで起こりやす
くなる副作⽤は⼀般的には少ないとされますが、以下のような副作⽤は起こる可能
性があります。 
 
〇 ⽐較的報告頻度が⾼い副作⽤ 
・ 成⼈：下痢、吐き気、腹痛、腹部膨満感、頭痛 
・ ⼩児：下痢、吐き気、腹痛、発熱、じんま疹、⾎圧低下 
〇 頻度は低いが重篤な副作⽤ 
・ 重度のアレルギー反応（呼吸困難、アナフィラキシーショックなど） 
※ 記載されている症状以外も副作⽤として現れる可能性があります。 

気になることがある場合には速やかに申し出てください。 
 
対策として投与前に問診を⾏い、ヨード・造影剤アレルギー有無について確認させ
ていただきます。また、投与中・投与後の状態を⼗分に観察し、異常が認められた
場合には直ちに適切な処置を⾏います。 
 
万⼀、副作⽤が⽣じた場合は国の副作⽤被害救済制度の対象外となる可能性があり
ますが、速やかに適切な治療を⾏い保険診療での対応を致しますので、あらかじめ
ご理解ください。 

問い合わせ先 〒270-2296 松⼾市千駄堀 993 番地の 1 
松⼾市⽴総合医療センター 
電話番号：047-712-2511（代表番号） 

検査を担当している医師 


